




　内田・山崎 (2003a, b)では，Stanton, Kirk, Cameron, 
& Danoff-Burg(2000) の尺度をベースに，感情表出
によるストレス・コーピングの測定が可能な，感情





























処を指す (Folkman & Lazarus，1980)。先行研究にお
いては，情動焦点型コーピングは問題焦点型コーピ
ングに比べて健康に対して不適応的という見解 (e.g., 






















































はない (CCSC, HICUPS: Ayers, Sandler, West, & Roosa, 
1996; COPE: Carver et al., 1989; GCQ:佐々木・山崎，
















した。うち有効回答者数は男性 (怒り )197名 (平均
年齢 19.28歳，SD 1.47)，男性 (落胆 )192名 (平均年
齢 19.24歳，SD 1.46)，女性 (怒り )291名 (平均年




た有効回答数は男性 (怒り )157名 (平均年齢 19.22
歳，SD 1.55)，男性 (落胆 )152名 (平均年齢 19.17
歳，SD 1.43)，女性 (怒り )234名 (平均年齢 19.02






















識的に行っているコーピングの程度について 5件法 (1 
























































































の結果，両感情ともに男性は GFI, AGFIで .90以上，
RMSEAで .05以下の適合度を示し，女性においても







妥当な内的整合性が確認された (Table 3，参照 )。
　因子間相関　因子間相関について，ピアソンの相関
係数を算出した。その結果，男性の因子間に相関が認
められなかったが〔r=.13(怒り ); .04(落胆 )，ともに
p>.05〕，女性の因子間に有意な正の相関が認められた














































































































































































































Amirkhan, 1990;  McCrae, 1984)，また試験といった特
定のストレスフルな状況をこちらで設定し，その出
来事に対するコーピングを測定するもの (e.g., Bolger, 
1990; Carver et al., 1989)，そして今回のように現在，
あるいは最近直面しているストレス状況を回答しても
らった上で，それ対するコーピングを問うもの (e.g., 
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